
私たちは ｢ 共に生きる石巻を作り出す連続公開講座｣ を行 っ てい ます ｡

こ の講座では ､ 障ガい児 ･ 書と健常者ガ共に生きる地域社会を構築してい< ために行動して

こ られた方々 を全国からお招きし､ これから私たちが< 誰に

を作 っ ていくための手がかりにしていくことを目指しています ｡

第 4 固 ｢ 震災後を生きる｣

1 3 : 3 0 ′ ､ ノ 1 6 : 0 0

｢ 認定 N P O 法人ゆめ風基金｣ 代表理事

会 場 : 石巻市保健相談セ ンタ ー

(石巻市鋳銭喘1 -

2 T )

参加費 : 無 料
* 駐車場に限りガあります ｡ 停め られない場合は有料駐車場をご利用< ださい *

項託児の必要な方は､ 裏面の連絡先まで事前にご連絡< ださい *

因 因
1 9 9 5 年1 月 1 了日午前 5 時4 6 分淡路島北部を震源とする ｢ 阪神 ･ 淡路大震災｣ が発生 ｡

倒壊した阪神高速道路や家屋 ､ 燃え盛る街並 みの映像ガ大き< 報 じられました ｡
一

日平均2 万人超 ､ 3 か月間で延べ1 1 7 万人ともいわれるボラ ンテ ィ アガ活動し､ こ の年は

日本における ｢ ボラ ンテ ィ ア元年｣ とな りま した ｡ その中で普段の助け合いネ ッ トワ
ー

クを活

用し ､ いち早 < 炊き出しを実施したのガ ､ 地域の障がい当事者達でした ｡ しか し､ 残念な

がら障ガい者に対する支援はことごと< 後回しにされ ､ そのこ とを教訓に日頃から備えを ! と

立ち上がっ たの ガ ｢ ゆめ風基金｣ です ｡ 呼びか け人と共に全国にゆめ風ネ ッ トと 呼ばれる支獲

団体ネッ トワ ー

クを持ち､ 障ガい当事者 自らガ街頭募金を実施しなガら基金を支え ､ 防災､ 提

言 ､ 被災障ガい者支援活動等に尽力してきました ｡

2 0 1 1 年 3 月 1 1 日午後2 時4 6 分乗北開東大震災発生直後も ｢ ゆめ凰基金｣ のみな さんは

いち早< 東北に駆けつ け ､ 被災障ガい者 へ 支穫の手を差し伸べて下さい ま した .

阪神 ･ 淡路大震災以降も国内外での災害時に被災障ガい 者支援を行 っ てこ られた牧口 さんと

室

蔓

◆主催 : 被災地障がい者セ ンタ
ー

みやぎ

◆後援 : N P O 法人障碍児と共に歩む会 ･ 石巻重症 心身障害児 (書) を守る会

N P O 法人輝 < なか まチャ レンジド 地域活動支境セ ンタ
ー

こ こ ろ ･ さをり

石巻日日新聞 ･ 石巻か ほ< ･ ラジオ石巻 F M 7 6 . 4
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牧口 ー ニさん (大阪府 認定 N P O 法人ゆめ風基金 代表理事)

1 9 3 丁年 8 月 ､ 大阪市生ま れ 翌年伝い歩きを始めた頃にポリオ (脊髄性小児まひ)

にかかり歩けなくなり ｢ 障害者｣ の 資格を得る ｡ 6 歳にな り､ 母 におぶわれて小学校

(地域の学校) に出向< が ｢ 空襲の と き危ないから｣ と入学を拒否され ､ 敗戦後9 歳

で小学1 年生となる ｡ 2 年生の夏休みに松葉づえを覚え ､ 通学できるようになる ･

以後6 0 歳まで松葉づえ歩行､ ｢ 免許皆伝｣ の腕 ｡ その後､ 障害の ない 友と
一

緒に中学 ･

高校 ･ 美術学校デザイン科を卒業したガ､ 全 < 就職で きず ｢ 障害者｣ を自覚､ 2 6 歳

の 時､ 美術学校時代の同窓生4 人と共同経営のデザイン芸社を設立し､ 企画 ､ コピ
ー

ライ ト､ レイ アウ トなどを担当した ｡

仕事の傍ら､ 障害者の社会進出を目指して ､ 新書に エ レベ
ー タ ー

を設置させる市民運動

などを展開｡ 3 0 年前か ら全国 の小 ･ 中 ･ 高校を巡り ｢ 世 の 障害､ 障害者戟の イメ
ー ジ

チ ェ ン ジ｣ を試みる講演活動を行い ､ 訪問校は2 , 2 0 0 を数える ｡

6 0 歳ごろか ら階段の 昇降が危な くな り車イス歩行に替える ｡

市立大学 ･ 教養部 ､ 関西学院大学､ 桃山学院大学にて講師を務める

自然災害 ･ 人 服 した障害者を支援するたぬにN P O 法人腫

誰で も乗れる地 下鉄を つく る会 代表

障害者文化惰幸痘研究所 所長

駅にエ レベ ー タ ー を ! 福祉の まちつくり条例を! 大阪府民の会

基金設立 ､ 代表理事

大 阪府 ･ 大 阪 市主催 ｢ 心ふれあう まちつ < り書｣ 審査委美

大 阪市主催 ｢ まちの や さしさ驚 異｣ 中彗生 ･ 高校 生レポ ー トの審査委昌

N H K ｢ ハ
ー

ト展 l 応葺詩の選考委 昌

N H K ｢ きら っ と い きる｣ レギ ュ ラ
ー

司会者として 1 0 年 間番組 出演

1 9 9 8 年 ｢ 朝 日社会福祉 嘗｣ 受賞 (朝 日新聞社)

2 0 0 8 年 ｢ ヘ レンケ ラ ー 社 会福祉 賞｣ 受賞 ( 毒農芸)

｢ 被災地障ガい者セ ンタ
ー

みやぎ｣ につい て

2 0 1 1 年 3 月 ､ 東北地 方太平洋沖地震で被災した障ガ い 児 ･ 者へ の 支援 を目的に ､

同年 3 月 3 1 日､ 阪神淡路大震災を教訓に設立された ｢NP O 法人ゆめ風基金｣ 及び

｢ 東北関東大震災障害者救援本部｣ の 全面的なバ ッ ク ア ッ プを受 け､ 1 4 の 障ガい者

支援団体が団結して ｢ 被災地障がい 者セ ンタ
ー

みやぎ｣ を設立しま した ｡

その 後は ､ 宮城県内において ､ 被災状況調査 ､ ニ ー ズの 把握､ 金銭的 ･ 物的 ･ 人的

支援を行い ､ 現在は仙台市､ 石巻市､ 南三陸町の 三 つ の拠 点で 事業を進めてい ます ｡

こ こ 石巻では事 務所を蛇由に置き ､ 障がい当事者を含むスタ ッ フガ ､ 障がい児 ･ 者

へ の 支穫､ 生活 しやすい街作りの ための 調査 一 広報活動 等を継続して行 っ てい ます ｡

私 たち は､ 災害 時に おい て障ガ い児 ･ 善が犠牲になるこ とガない 街 ､ 障ガ い児 ･ 菖と

健常者が共に 生 きてい < 街､ そんな街作りを目指し石巻地域の 再生 に取り組んでいます ｡

* こ の 連続公開講座は ｢ 公益財団法人 三菱商事復興支援財団｣ の ｢ 復興支援助成金｣

を受けて開催してい ます ｡

◆連絡先◆ T E L : 0 2 2
-

7 4 6
-

8 0 12 ( 仙台) 0 2 2 5 -

2 5
-

5 3 8 8 ( 石巻)

M ArL : t e e S a a n a n 只el@ v a h o o . c o .j D

` ｣~
∧
ノニ,一っごエージミて王=､二塁 1メ: ㌍Y 二∴

〉二
､

_
ス

_
∵.∨

′こ
と㌧1: Y ) r ン′王/ 1′二

〉

べ･ 1 へ
､

/
こ
∵1.
:こご′†ノ1

＼
:
てこ~章 ヤー

し′＼ ′

､ノ■＼~ ㌧ ･
へ

㌧

/ ノ′＼~ ､~ ＼ へ′､ / /､ ∴~~
､

ぺ'ニー 了＼ ナ ノニ 〉二
ご1-- 1

こぺ ､

ノ ＼

Y

∴ ∴て
～ : ノ ト̀ J ㌦ ノ ゾ ＼ ソ ニ､ ∴ ∴′∴こ∴1′＼ :工･ ご上1




